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仏
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イ
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は
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ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
ど
の
よ
う
に
立
ち
向
か
う
べ
き
か
と
い
う
問
題
は
、
民
主
主
義
国
家
に
と
っ
て
共
通
の
課
題
で
あ
る
。
国
民

が
対
等
に
自
ら
の
考
え
を
表
明
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
は
民
主
主
義
の
大
前
提
で
あ
り
、
国
民
が
そ
の
権
利
を
行
使
し
、
自
由
闊

は
じ
め
に

一　

日
本
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制
法

　

1　

歴
史
的
・
社
会
的
背
景

　

2　

法
成
立
当
時
の
政
治
的
要
因

　

3　

法
的
側
面

二　

フ
ラ
ン
ス
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制
法

　

1　

プ
レ
ヴ
ァ
ン
法

　

2　

ゲ
ソ
法

終
わ
り
に
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達
な
議
論
を
以
て
社
会
を
創
り
上
げ
て
い
く
こ
と
は
、
民
主
主
義
国
家
の
支
柱
と
も
言
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
民
主
主
義
の
基
盤
は
、

様
々
な
事
象
に
よ
っ
て
揺
ら
が
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
特
定
の
個
人
や
集
団
、
特
に
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
集
団
に
対
し
、
あ

る
一
定
の
属
性
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
理
由
の
み
に
よ
っ
て
激
し
い
差
別
的
言
論
を
行
う
こ
と
は
、
当
該
言
論
の
矛
先
が
向
け
ら
れ

た
個
人
・
団
体
を
精
神
的
に
傷
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、
彼
ら
が
差
別
行
為
を
行
う
者
と
同
様
に
持
つ
は
ず
の
諸
権
利
を
奪
う
こ
と
か

ら
、
健
全
な
民
主
主
義
社
会
の
実
現
に
と
っ
て
の
妨
げ
と
な
る
。
ま
し
て
や
、
そ
の
差
別
的
言
論
が
激
し
く
攻
撃
的
に
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
、
そ
れ
を
聞
い
た
第
三
者
が
刺
激
さ
れ
影
響
を
受
け
て
、
当
該
言
論
が
拡
大
・
増
幅
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
差
別
的
言
論
を
指
す
も
の
と
し
て
、「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」
と
い
う
用
語
は
現
在
、
世
界
中
で
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
言
葉
は
も
と
も
と
、
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
と
い
う
用
語
と
と
も
に
、
非
白
人
や
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
等
に
対
す
る
差
別
に
基
づ
く

暴
力
行
為
が
頻
発
し
た
一
九
八
〇
年
代
の
米
国
で
使
用
さ
れ
、
後
に
一
般
化
し
た
言
葉
で
あ
る（

1
（

。
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
言
論
を
指
す
か
に
つ
い
て
各
国
の
共
通
し
た
解
釈
が
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
が（

2
（

、
世
界
の
多
く
の
国
々
が
批
准
し
て
い

る
国
際
人
権
条
約
で
あ
る
市
民
的
及
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
（
以
下
、
自
由
権
規
約
（
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
〇
条

第
二
項
、
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
人
種
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る
国
際
条
約
（
以
下
、
人
種
差
別
撤
廃
条
約
（
第
四
条
か
ら
導
き
出
せ

る
の
は
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
は
、
人
種
、
皮
膚
の
色
、
性
、
言
語
、
宗
教
、
政
治
的
意
見
そ
の
他
の
意
見
、
国
民
的
若
し
く
は
社

会
的
出
身
、
財
産
、
出
生
等
の
一
定
の
属
性
に
基
づ
い
て
、
特
定
の
個
人
あ
る
い
は
集
団
に
対
し
憎
悪
的
又
は
差
別
的
言
論
を
行
う

こ
と
、
ま
た
そ
の
差
別
を
助
長
、
扇
動
、
唱
道
す
る
言
論
を
指
す
と
い
う
、
各
国
の
一
応
の
共
通
理
解
で
あ
ろ
う
。

　

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
定
義
に
一
定
程
度
の
共
通
認
識
が
あ
り
、
規
制
の
必
要
性
に
つ
い
て
異
論
は
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
規
制
の

仕
方
は
各
国
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
。
日
本
の
場
合
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
法
規
制
に
踏
み
切
っ
た
の
は
近
年
で
あ
り
、
二
〇
一

六
年
五
月
一
三
日
に
参
議
院
本
会
議
で
可
決
さ
れ
、
同
月
二
四
日
に
衆
議
院
本
会
議
で
可
決
、
同
年
六
月
三
日
に
施
行
さ
れ
た
「
本

邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
の
解
消
に
向
け
た
取
組
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」（
平
成
二
八
年
六
月
三
日
法
律
第
六
八
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号
。
以
下
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
（
が
、
日
本
に
お
け
る
初
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制
法
で
あ
る
。
同
法
は
、「
本
邦
外
出
身
者

に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
の
解
消
（
中
略
（
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
、
基
本
理
念
を
定
め
、
及
び
国
等
の
責
務
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
基
本
的
施
策
を
定
め
、
こ
れ
を
推
進
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
お
り
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
な
い
社
会
の
実
現

に
向
け
て
国
民
、
国
、
地
方
自
治
体
の
努
力
の
必
要
性
や
責
務
を
規
定
し
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
も
理
念
法
の
域
を
出
な
い
も
の
で

あ
り
、
具
体
的
な
刑
罰
規
定
は
な
い
。
つ
ま
り
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
み
な
さ
れ
る
行
為
を
「
許
さ
れ
な
い
」
行
為
で
あ
る
と
は
し

な
が
ら
も
「
違
法
」
で
あ
る
と
は
言
い
切
っ
て
お
ら
ず
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
者
が
本
法
律
規
定
違
反
に
よ
っ
て
裁
か
れ
る

こ
と
は
想
定
し
て
い
な
い
。

　

他
方
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
状
況
が
日
本
と
は
大
き
く
異
な
る
。
同
国
で
は
戦
前
か
ら
憲
法
の
人
種
差
別
禁
止
原
則
を
具
体
化

し
た
「
出
版
の
自
由
に
関
す
る
一
八
八
一
年
七
月
二
九
日
の
法
律
（
以
下
、
出
版
自
由
法
（
三
二
条
、
三
三
条
及
び
六
〇
条
を
改
正

す
る
デ
ク
レ
」（
以
下
、
マ
ル
シ
ャ
ン
ド
ー
法
（
が
あ
る
が
、
そ
の
後
、
一
九
七
二
年
に
包
括
的
な
人
種
差
別
禁
止
法
が
制
定
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
「
人
種
差
別
禁
止
に
関
す
る
一
九
七
二
年
七
月
一
日
の
法
律
（N

o. 7 2

―546

（」（
以
下
、
プ
レ
ヴ
ァ
ン
法
（
は
、
出
版
自

由
法
、
刑
法
及
び
そ
の
他
の
法
に
、
人
種
差
別
の
煽
動
等
を
行
っ
た
者
に
対
す
る
罰
金
と
拘
禁
を
課
す
規
定
を
挿
入
す
る
趣
旨
で
制

定
さ
れ
た
。
ま
た
、
人
種
差
別
禁
止
に
つ
い
て
語
る
上
で
重
要
な
も
う
一
つ
の
法
と
し
て
、「
あ
ら
ゆ
る
人
種
主
義
、
反
ユ
ダ
ヤ
主

義
又
は
ゼ
ノ
フ
ォ
ビ
ア
の
行
為
を
抑
制
す
る
た
め
の
一
九
九
〇
年
七
月
一
三
日
の
法
律
（N

o. 9 0

―615

（」（
以
下
、
ゲ
ソ
法
（
が
あ
る
。

同
法
も
プ
レ
ヴ
ァ
ン
法
と
同
じ
く
、
主
に
刑
法
と
出
版
自
由
法
に
対
し
人
種
差
別
禁
止
を
強
化
す
る
観
点
か
ら
改
正
を
加
え
た
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
九
条
に
お
い
て
「
人
道
に
対
す
る
罪
」
の
存
在
を
否
定
し
た
者
に
対
す
る
刑
罰
、
す
な
わ
ち
ネ
ガ
シ
ョ
ニ
ズ
ム
に

対
す
る
刑
罰
が
定
め
ら
れ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
い
う
共
通
の
課
題
に
対
し
て
、
日
仏
の
法
規
制
は
、
概
観
し
た
だ
け
で
も
、
成
立
し
た
時
期
及
び
内
容
と
も

に
違
い
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
本
稿
は
、
両
国
の
国
会
審
議
資
料
及
び
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
関
す
る
専
門
家
の
論
文
・
著
作
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を
基
礎
と
し
て
、
両
国
の
差
異
の
背
景
を
、
主
に
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制
法
の
立
法
過
程
か
ら
検
証
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
構
成
と

し
て
は
、
法
の
生
成
過
程
に
影
響
を
及
ぼ
す
三
つ
の
主
た
る
要
素
、
歴
史
的
・
社
会
的
背
景
、
法
成
立
当
時
の
政
治
力
学
、
法
案
の

法
的
性
質
に
着
目
し
た
上
で
、
日
本
の
規
制
法
、
仏
の
規
制
法
を
検
証
す
る
。
そ
の
後
、
結
論
部
分
に
お
い
て
両
国
の
規
制
法
の
差

異
の
理
由
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
比
較
を
行
う
。

一　

日
本
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制
法

　

日
本
に
お
い
て
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
対
す
る
取
組
の
集
大
成
と
し
て
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
が
成
立
し
た
の
は
二
〇
一
六
年
の

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
最
近
ま
で
当
該
取
組
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
を
推
進
す
る
国
内
外
の
要

因
が
長
い
間
不
在
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
主
に
在
日
韓
国
人
・
朝
鮮
人
を
対
象
と
し
た
過
激
な
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
行
う
集
団
が

本
格
的
な
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
二
〇
一
〇
年
代
以
降
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
と
い
う
理
由
に
よ
る
（
以
下
、
1
（。

二
〇
一
三
年
に
は
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
い
う
用
語
が
流
行
語
大
賞
に
も
選
ば
れ
、
都
市
部
以
外
の
国
民
の
間
に
も
全
国
的
に
こ
の

言
葉
が
知
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
他
方
、
問
題
の
発
現
か
ら
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
成
立
ま
で
に
は
数
年
の
時
間
を
要
し
た
が
、
そ

れ
は
法
成
立
時
の
政
治
的
状
況
及
び
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制
法
の
法
的
側
面
に
関
す
る
議
論
が
政
治
家
や
法
律
家
の
間
で
白
熱
し
て

い
た
か
ら
で
あ
る
（
以
下
、
2
及
び
3
（。

1
　
歴
史
的
・
社
会
的
背
景

（
1
）
二
〇
一
〇
年
以
前
―
―
国
内
的
要
因
及
び
国
外
か
ら
の
圧
力
の
「
不
在
」

　

ま
ず
、
前
提
と
し
て
言
及
す
べ
き
は
、
日
本
社
会
を
構
成
す
る
構
成
員
の
同
質
性
の
高
さ
で
あ
る
。
人
の
往
来
が
激
し
い
大
陸
国
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家
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
で
あ
れ
ば
、「
誰
が
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
か
」
を
規
定
す
る
こ
と
は
、
人
種
や
宗
教
の
違
い
を
越
え
、
権
利
に

お
い
て
平
等
な
市
民
の
共
同
体
で
あ
る
近
代
国
家
を
成
立
さ
せ
る
に
際
し
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
が（

3
（

、
外
国
と
の
往
来
が
困
難
で
あ

る
と
い
う
島
国
・
日
本
の
歴
史
的
・
地
政
学
的
な
特
徴
か
ら
、
日
本
に
お
い
て
は
「
誰
が
日
本
人
で
あ
る
か
」
を
議
論
す
る
必
要
性

は
低
い
。
す
な
わ
ち
、
日
本
で
は
日
本
人
と
い
う
人
種
・
民
族
が
日
本
と
い
う
国
家
を
創
り
上
げ
て
い
る
と
い
う
考
え
方
が
、
良
い

か
悪
い
か
は
別
と
し
て
、
政
策
上
も
一
般
的
で
あ
っ
た（

4
（

。

　

ま
た
、
日
本
国
内
の
外
国
人
に
対
す
る
差
別
も
、
政
策
上
の
大
論
争
を
引
き
起
こ
す
課
題
で
あ
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
も
の
で

あ
っ
た
。
日
本
に
い
る
外
国
人
に
つ
い
て
語
る
際
、
社
会
学
的
に
は
オ
ー
ル
ド
カ
マ
ー
と
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
に
分
類
す
る
こ
と
が
一
般

的
で
あ
る（

5
（

。
オ
ー
ル
ド
カ
マ
ー
と
は
、
戦
前
か
ら
日
本
に
居
住
し
国
籍
を
有
し
て
い
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
五
二
年
の

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
の
発
効
に
伴
い
、
朝
鮮
及
び
台
湾
が
日
本
の
統
治
下
か
ら
外
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
国
籍
を
離
脱

し
、
そ
の
後
引
き
続
き
日
本
に
居
住
し
て
い
る
主
に
韓
国
・
朝
鮮
・
中
国
籍
の
人
々
及
び
そ
の
子
孫
の
こ
と
を
指
す
。
こ
れ
に
対
し

て
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
と
は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
日
本
に
入
国
し
、
一
九
八
九
年
の
入
管
法
改
正
を
境
に
増
え
た
南
米
出
身
の
日
系
人

や
東
南
ア
ジ
ア
系
の
外
国
人
労
働
者
な
ど
を
指
す
。
現
在
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
前
者
の
オ
ー
ル
ド
カ

マ
ー
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
特
に
在
日
韓
国
人
・
朝
鮮
人
で
あ
る
。
戦
前
の
日
本
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
一
九
二
三
年
の
関
東
大
震

災
の
時
に
朝
鮮
人
に
対
す
る
憎
悪
表
現
等
が
あ
ふ
れ
た
よ
う
に
、
在
日
韓
国
人
・
朝
鮮
人
に
対
す
る
差
別
意
識
は
存
在
し
て
お
り
、

戦
後
に
お
い
て
も
近
隣
諸
国
と
の
歴
史
認
識
に
関
す
る
見
解
の
違
い
や
、
北
朝
鮮
の
度
重
な
る
挑
発
行
為
と
並
行
し
て
、
日
本
人
と

在
日
韓
国
人
・
朝
鮮
人
と
の
微
妙
な
関
係
は
続
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
差
別
の
問
題
は
、
戦
後
は
社
会
問
題
と
し
て
度
々
語
ら
れ
る

こ
と
は
あ
り
つ
つ
も
、
政
治
的
に
俎
上
に
載
る
こ
と
は
多
く
な
く
、
多
く
は
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
や
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
と
は
見
な
さ
れ

な
い
嫌
が
ら
せ
で
あ
っ
た
。
こ
の
認
識
は
、
人
種
差
別
撤
廃
条
約
の
二
〇
〇
八
年
の
第
三
―
六
回
政
府
報
告
書
の
日
本
政
府
の
記
述

に
も
見
て
取
れ
る（

6
（

。
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こ
の
よ
う
に
、
日
本
国
民
間
の
差
別
に
関
し
て
は
、
単
一
国
家
を
認
め
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
が
、
高
い
同
質
性
、
乃
至
そ
の

よ
う
な
同
質
性
が
あ
る
と
い
っ
た
刷
り
込
み
に
よ
り
差
別
の
素
地
と
な
る
要
因
が
少
な
く
、
ま
た
、
外
国
人
に
対
す
る
差
別
も
、
戦

後
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
ま
で
は
、
そ
の
差
別
が
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
よ
う
な
形
で
社
会
問
題
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
ま
で
は
、
日
本
国
内
の
差
別
事
案
に
関
す
る
国
外
か
ら
の
関
心
や
圧
力
も
ほ
ぼ
不
在
で
あ
っ
た
。

人
種
差
別
撤
廃
条
約
に
日
本
が
加
盟
し
た
の
は
一
九
九
五
年
で
あ
り
、
後
に
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
事
案
に
厳
し
い
勧
告
を
付
す
こ
と

に
な
る
人
種
差
別
撤
廃
委
員
会
に
対
し
て
、
日
本
政
府
が
初
め
て
の
定
期
報
告
書
を
提
出
し
た
の
は
二
〇
〇
〇
年
一
月
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
包
括
的
な
人
権
問
題
に
関
す
る
審
査
を
行
う
普
遍
的
・
定
期
的
審
査
の
シ
ス
テ
ム
が
国
連
人
権
理
事
会
の
下
で
創

設
さ
れ
た
の
も
二
〇
〇
六
年
の
こ
と
で
あ
り
、
日
本
の
差
別
事
案
に
対
し
て
人
権
の
視
点
か
ら
介
入
す
る
シ
ス
テ
ム
は
当
時
ほ
ぼ
存

在
し
な
か
っ
た
。
現
在
活
動
が
活
発
な
市
民
団
体
や
人
権
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
に
つ
い
て
も
、
二
〇
〇
〇
年
ま
で
は
政
策
決
定
に
影
響
を
及
ぼ

す
だ
け
の
数
も
力
も
存
在
し
て
お
ら
ず
、
最
古
参
の
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
日
本
支
部
は
一
九
七
〇
年
に
既
に
設
立

さ
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
差
別
問
題
に
つ
い
て
活
発
に
活
動
し
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｒ
は
同
和
問
題
の
解
消
を
目
的
と
し

て
一
九
八
八
年
に
設
立
さ
れ
、
九
〇
年
代
半
ば
頃
か
ら
本
格
的
に
日
本
政
府
や
国
連
等
に
対
し
て
ロ
ビ
ー
活
動
を
始
め
た
。
ま
た
、

現
在
人
権
関
連
で
政
府
に
最
も
積
極
的
に
ロ
ビ
ー
活
動
を
行
っ
て
い
る
国
際
人
権
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ラ
イ
ツ
・
ウ
ォ
ッ

チ
の
日
本
支
部
が
開
設
さ
れ
た
の
は
二
〇
〇
九
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
に
お
け
る
市
民
社
会
の
萌
芽
期
は
九
〇

～
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
外
的
圧
力
は
不
在
で
あ
っ
た
。

（
2
）
二
〇
一
〇
年
以
降

　

日
本
に
お
け
る
、
特
に
在
日
韓
国
人
・
朝
鮮
人
へ
の
差
別
の
問
題
が
目
に
見
え
る
形
で
表
れ
始
め
た
の
は
、
逆
説
的
な
が
ら
、
二

〇
〇
二
年
日
韓
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
、
二
〇
〇
二
年
の
日
朝
首
脳
会
談
で
の
日
本
人
拉
致
に
関
す
る
北
朝
鮮
の
謝
罪
を
契
機
と
し
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つ
つ
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
の
韓
流
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
始
め
と
す
る
韓
国
文
化
の
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
こ
と
へ
の
反
動
で
あ
る
と
い
う（

7
（

。

そ
の
よ
う
な
中
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
爆
発
的
に
普
及
・
発
展
し
、
ネ
ッ
ト
差
別
の
活
動
が
現
実
の
活
動
に
結
び
付
く
と
同
時
に
、

ま
た
そ
の
活
動
の
様
子
を
ネ
ッ
ト
に
映
像
と
し
て
掲
載
す
る
こ
と
で
、
差
別
行
為
を
行
う
団
体
は
力
を
獲
得
し
て
い
っ
た
。
特
に
注

目
を
浴
び
た
の
は
「
在
日
特
権
を
許
さ
な
い
市
民
の
会
（
以
下
、
在
特
会
（」
の
活
動
で
あ
り
、
同
団
体
は
結
成
以
降
、
朝
鮮
大
学
校

前
や
朝
鮮
学
校
、
朝
鮮
人
の
集
住
地
域
、
テ
レ
ビ
局
や
新
聞
社
、
部
落
解
放
博
物
館
前
等
で
幾
度
も
排
外
主
義
デ
モ
を
行
っ
て
い
る
。

最
も
注
目
を
浴
び
、
裁
判
に
も
な
っ
た
の
は
京
都
朝
鮮
学
校
襲
撃
事
件
で
あ
る
が
、
平
成
二
一
年
一
二
月
四
日
、
平
成
二
二
年
一
月

一
四
日
、
平
成
二
二
年
三
月
二
八
日
の
三
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
示
威
行
為
に
つ
い
て
は
、
被
害
者
側
の
京
都
朝
鮮
第
一
初
級
学

校
が
、
損
害
賠
償
と
在
特
会
に
よ
る
今
後
の
同
様
の
活
動
の
差
し
止
め
を
求
め
、
後
に
最
高
裁
で
在
特
会
側
の
敗
訴
が
確
定
し
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
過
激
行
為
に
日
本
メ
デ
ィ
ア
が
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」
と
名
を
つ
け
た
の
は
、
二
〇
一
三
年
初
頭
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

法
務
省
が
実
施
し
た
実
態
調
査
書
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
二
年
一
月
～
二
〇
一
五
年
一
二
月
一
六
日
の
間
に
お
い
て
、
中
央
紙
、
ブ

ロ
ッ
ク
紙
等
を
中
心
に
、「
ヘ
イ
ト
」、「
ス
ピ
ー
チ
」、「
デ
モ
」
の
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
も
と
に
検
索
を
行
っ
た
結
果
、
計
七
四

〇
件
に
及
ぶ
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
関
連
の
記
事
の
掲
載
が
あ
っ
た
と
い
う
。
年
ご
と
に
見
れ
ば
、
二
〇
一
二
年
は
一
回
、
二
〇
一
三
年

は
二
三
五
回
、
二
〇
一
四
年
は
三
二
四
回
、
二
〇
一
五
年
は
一
八
〇
回
で
あ
っ
た（

8
（

。
在
特
会
の
活
動
の
活
発
化
・
過
激
化
に
伴
い
、

メ
デ
ィ
ア
の
注
目
が
こ
の
数
年
で
一
気
に
高
ま
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
よ
う
な
団
体
の
活
動
は
、
日
本
国
内
に
お
い
て
一
般
市
民
か
ら
政
府
高
官
や
政
治
家
ま
で
す
べ
て
の
レ
ベ
ル
に
対
し
衝
撃
を

与
え
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
海
外
か
ら
の
注
目
も
浴
び
た
。
二
〇
一
四
年
八
月
二
〇
日
に
出
さ
れ
た
自
由
権
規
約
委
員
会
の
最
終
見

解
及
び
二
〇
一
四
年
九
月
二
六
日
に
出
さ
れ
た
人
種
差
別
撤
廃
委
員
会
の
最
終
見
解
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
韓
国
・
朝
鮮
人
に
対
し

て
差
し
迫
っ
た
暴
力
の
扇
動
を
含
む
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が
広
が
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、「
人
種
差
別
的
な
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攻
撃
を
防
止
し
、
容
疑
者
ら
を
徹
底
的
に
捜
査
・
訴
追
し
、
有
罪
の
場
合
に
は
適
切
な
処
罰
が
な
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
全
て
の
措
置

を
取
る
べ
き
で
あ
る
。」（

9
（

、「
人
種
差
別
の
被
害
者
が
適
切
な
法
的
救
済
を
追
求
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
、
直
接
的
及
び
間
接
的
双

方
に
お
い
て
人
種
差
別
を
禁
止
す
る
特
別
か
つ
包
括
的
な
法
を
採
択
す
る
こ
と
を
促
す
。」（

（1
（

と
い
っ
た
勧
告
が
出
さ
れ
て
い
る
。

2
　
法
成
立
当
時
の
政
治
的
要
因

　

在
日
韓
国
人
・
朝
鮮
人
へ
の
差
別
事
案
が
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
社
会
現
象
化
さ
れ
て
か
ら
、
政
治
の
場
で
問
題
が
扱
わ
れ

る
ま
で
に
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
問
題
に
早
い
段
階
か
ら
声
を
あ
げ
て
い
た
の
は
、
野
党
・
民
主
党
（
当

時
（
の
有
田
芳
生
参
議
院
議
員
で
あ
っ
た
。
元
々
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
同
議
員
は
、
二
〇
一
三
年
三
月
に
は
本
テ
ー
マ
に
関

す
る
院
内
集
会
を
開
催
し
メ
デ
ィ
ア
の
耳
目
を
集
め
、
二
〇
一
三
年
五
月
頃
か
ら
連
日
の
よ
う
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
国
会
で
の
質

疑
を
行
い
、
政
府
が
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
問
題
に
対
す
る
規
制
法
作
成
に
及
び
腰
で
あ
る
こ
と
を
激
し
く
国
会
で
追
及
し
て
い
た
。
二

〇
一
五
年
八
月
に
は
有
田
議
員
始
め
民
主
党
議
員
を
中
心
と
す
る
野
党
か
ら
関
連
法
案
が
提
出
さ
れ
、
野
党
法
案
と
し
て
は
異
例
な

が
ら
実
質
審
議
が
行
わ
れ
た
。
法
案
は
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
結
果
的
に
は
こ
う
し
た
野
党
側
の
活
発
な
動
き
が
契
機
と
な

り
与
党
・
自
民
党
も
問
題
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
へ
の
対
策
を
真
剣
に
考
え
始
め
た
与
党
は
、
二
〇
一
四
年
九
月
に
は
連
立
を
組
む
公
明
党
が
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

問
題
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
独
自
の
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
二
〇
一
五
年
七
月
に
は
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
関
す

る
実
態
調
査
を
政
府
に
要
望
し
た
結
果
、
法
務
省
に
よ
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
実
態
報
告
書
が
作
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
二
〇
一
六
年

三
月
に
は
自
民
党
と
公
明
党
に
よ
っ
て
「
与
党
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
問
題
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
」
が
結
成
さ
れ
、
両
党
で
法

案
化
に
向
け
た
詰
め
の
作
業
が
行
わ
れ
た
。
四
月
に
与
党
案
が
提
出
さ
れ
、
翌
月
、
野
党
の
要
求
に
基
づ
き
与
党
案
を
一
部
修
正
の

上
、
可
決
が
な
さ
れ
た
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
、
与
野
党
が
一
つ
の
問
題
に
つ
い
て
結
束
し
、
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同
問
題
が
政
治
化
し
て
か
ら
速
や
か
に
立
法
を
行
っ
た
議
員
立
法
の
好
例
で
あ
る（

（（
（

。
も
と
も
と
政
権
を
運
営
す
る
与
党
内
に
は
、
外

国
人
参
政
権
や
近
隣
諸
国
と
の
関
係
に
つ
い
て
極
端
な
意
見
を
持
つ
議
員
も
い
る
が
、
一
部
集
団
の
差
別
行
為
の
過
激
性
が
、
与
野

党
と
も
に
「
何
か
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
共
通
認
識
を
生
み
出
し
た
。
差
別
形
態
に
関
す
る
従
来
か
ら
の
大
き
な
変
化

が
、
与
党
に
も
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制
法
案
を
作
る
ま
で
に
向
か
わ
せ
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

3
　
法
的
側
面

　

二
〇
一
二
年
以
降
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
注
目
が
集
ま
り
、
規
制
法
案
を
作
成
す
る
た
め
の
政
治
的
機
運
が
高
ま
っ
た
が
、
与
野

党
の
議
論
に
お
け
る
最
大
の
論
点
は
、
表
現
の
自
由
と
の
整
合
性
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
、
日
本
国
憲
法
第
二
一
条
の
表
現
の
自
由
が
、

米
国
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
国
家
が
個
人
の
自
由
の
擁
護
者
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
フ
ラ
ン
ス
と
は
反
対

に
、
日
本
は
、
米
国
と
同
様
、
国
家
が
個
人
の
自
由
に
影
響
を
及
ぼ
す
危
険
性
と
、
国
家
権
力
の
規
制
に
憲
法
の
存
在
理
由
が
あ
る

こ
と
に
重
点
を
置
く
。
し
た
が
っ
て
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
、
国
家
が
制
定
す
る
規
制
法
で
は
な
く
、
個
々
人
が
自
由
に
意
見
を
表

明
す
る
「
思
想
の
自
由
市
場
」
に
お
い
て
他
の
個
人
か
ら
反
論
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
自
然
に
淘
汰
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
自

由
市
場
に
お
い
て
は
国
家
の
介
入
を
許
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
考
え
方
が
多
勢
で
あ
る
。

　

日
本
が
主
に
参
照
し
て
い
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
関
す
る
米
国
裁
判
判
例
に
お
い
て
も
、
一
九
九
二
年
のR.A

.V
. v. City of St. 

Paul

判
決
以
降
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
対
す
る
法
規
制
は
原
則
的
に
禁
止
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
本
判
決
は
、
未
成
年
の
白
人

数
名
が
黒
人
家
族
の
住
む
家
の
庭
に
侵
入
し
十
字
架
を
燃
や
し
た
行
為
が
、
人
種
、
肌
の
色
、
信
条
、
宗
教
又
は
性
を
理
由
と
し
た

十
字
架
焼
却
を
軽
罪
と
す
る
ミ
ネ
ソ
タ
州St. Paul

市
条
例
に
違
反
す
る
と
し
て
逮
捕
・
起
訴
さ
れ
た
事
件
で
あ
り
、
同
条
例
が
憲

法
の
表
現
の
自
由
に
抵
触
す
る
か
否
か
が
問
題
に
な
っ
た
。
連
邦
最
高
裁
判
所
の
判
決
で
は
、
同
条
例
の
目
的
で
あ
る
「
歴
史
的
に

迫
害
さ
れ
て
き
た
集
団
の
構
成
員
を
擁
護
す
る
」
こ
と
に
つ
い
て
は
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
利
益
で
あ
る
と
認
め
つ
つ
、
条
例
の
文
面
が
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喧
嘩
言
葉
一
般
で
は
な
く
、
人
種
等
に
関
す
る
特
定
の
見
解
を
含
む
一
部
の
言
葉
を
選
び
出
し
て
規
制
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
右
条

例
に
合
理
的
な
必
然
性
を
認
め
ら
れ
な
い
、
つ
ま
り
、
規
制
内
容
に
つ
い
て
他
に
中
立
的
な
手
段
が
存
在
す
る
と
し
て
違
憲
と
判
断

さ
れ
た（

（1
（

。
こ
の
判
例
の
影
響
力
は
大
き
く
、
こ
れ
以
降
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制
は
原
則
と
し
て
違
憲
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
、
米
国

各
地
の
大
学
や
自
治
体
の
同
様
の
規
制
は
多
く
が
廃
止
さ
れ
た
と
い
う（

（1
（

。

　

表
現
の
自
由
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
米
国
の
態
度
は
日
本
の
裁
判
判
例
に
も
反
映
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、
規
制
を
設
け
る
際
に

思
想
弾
圧
を
し
な
い
た
め
の
「
ブ
ラ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
基
準
」
の
適
用
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
基
準
に
よ
れ
ば
、
①
近
い
将
来
、
実
質

的
害
悪
を
引
き
起
こ
す
蓋
然
性
が
明
白
で
あ
る
こ
と
、
②
重
大
な
害
悪
の
発
生
が
時
間
的
に
切
迫
し
て
い
る
こ
と
、
③
当
該
規
制
立

法
が
害
悪
を
避
け
る
の
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、
の
三
つ
の
条
件
を
満
た
さ
な
い
限
り
、
表
現
の
自
由
に
対
す
る
規
制
は
許
さ

れ
な
い
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
基
準
を
、「
人
種
」
や
「
差
別
」
の
定
義
づ
け
や
、
差
別
的
表
現
の
類
型
の
確
定
が
困
難

な
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制
が
ク
リ
ア
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
の
が
、
日
本
の
憲
法
学
者
の
大
半
の
見
方
で
あ
る
。
米
国
及
び

日
本
に
お
い
て
は
、
自
己
実
現
と
民
主
主
義
の
実
現
に
欠
か
せ
な
い
価
値
を
生
み
出
す
表
現
の
自
由
に
国
家
が
積
極
的
に
介
入
す
る

こ
と
は
、
表
現
の
自
由
へ
の
著
し
い
脅
威
と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
日
本
は
、
人
種
差
別
撤
廃
条
約
第
四

条
（
ａ
（（
ｂ
（
に
対
し
、「
日
本
国
憲
法
の
下
に
お
け
る
集
会
、
結
社
及
び
表
現
の
自
由
そ
の
他
の
権
利
の
保
障
と
抵
触
し
な
い
限

度
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
義
務
を
履
行
す
る
。」
と
い
う
留
保
も
付
し
て
い
る（

（1
（

。

　

こ
の
論
点
は
国
会
の
論
議
に
お
い
て
も
最
大
の
争
点
で
あ
っ
た
が
、
憲
法
学
者
の
多
く
は
、
刑
罰
を
伴
う
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制

は
こ
れ
ま
で
実
務
上
で
使
用
さ
れ
て
き
た
憲
法
理
論
と
相
い
れ
ず
違
憲
に
な
る
と
し
て
、
刑
罰
化
に
反
対
し
た
。
例
え
ば
日
本
の
著

名
な
憲
法
学
者
で
あ
り
、
表
現
の
自
由
及
び
米
国
憲
法
に
関
し
て
最
高
権
威
と
さ
れ
る
奥
平
康
弘
は
、
被
害
者
が
特
定
で
き
な
い
不

特
定
の
集
団
に
対
す
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
刑
罰
を
科
す
こ
と
に
つ
い
て
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、「
国
家
に
委
ね
る
よ
り
、
で

き
る
だ
け
市
民
間
の
問
題
と
し
て
「
文
化
の
力
」
で
解
決
し
て
い
く
べ
き
」（

（1
（

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
成
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立
前
の
参
議
院
法
務
委
員
会
の
参
考
人
質
疑
に
お
い
て
、
大
東
文
化
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
・
浅
野
善
治
も
、
表
現
の
自
由

と
い
う
基
本
的
人
権
の
中
核
と
も
言
え
る
価
値
の
制
限
に
つ
い
て
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
社
会
の
自
由
な
議
論
の
中
で
、
何

が
許
さ
れ
な
い
不
当
な
差
別
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
社
会
が
判
断
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
姿
で
あ
る
と
述
べ
た
上
で
、
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
に
関
し
て
も
明
確
な
要
件
の
下
に
作
ら
れ
た
名
誉
毀
損
罪
や
侮
辱
罪
等
の
現
行
法
で
の
対
処
が
望
ま
し
い
旨
述
べ
て
い
る（

（1
（

。

　

前
掲
し
た
京
都
朝
鮮
学
校
襲
撃
事
件
判
例
に
お
い
て
も
、
既
存
の
法
枠
組
み
を
使
っ
て
損
害
賠
償
と
差
し
止
め
請
求
が
認
め
ら
れ

た
が
、
そ
の
手
法
が
多
く
の
法
学
者
の
支
持
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
時
点
の
法
的
論
争
の
最
善
の
帰
結
と
し
て
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
解
消
法
は
具
体
的
な
刑
罰
規
定
を
欠
く
形
で
成
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。

二　

フ
ラ
ン
ス
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制
法

　

日
本
で
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
が
近
年
の
成
立
で
あ
り
、
そ
の
内
容
も
禁
止
規
定
・
刑
罰
規
定
を
含
ん
で
い
な
い
の
に
対
し
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
当
該
テ
ー
マ
の
法
が
成
立
し
た
の
は
よ
り
早
い
時
期
で
あ
り
、
内
容
に
つ
い
て
も
、
出
版
自
由
法
や
刑
法
等
に

罰
則
規
定
を
盛
り
込
む
と
い
う
野
心
的
な
も
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制
法
と
は
、
具
体
的
に
は
、
一
九
三
九

年
の
マ
ル
シ
ャ
ン
ド
ー
法
を
引
き
継
い
だ
一
九
七
二
年
の
プ
レ
ヴ
ァ
ン
法
、
プ
レ
ヴ
ァ
ン
法
の
規
制
を
さ
ら
に
強
化
し
た
一
九
九
〇

年
の
ゲ
ソ
法
が
挙
げ
ら
れ
る（

（1
（

。
両
法
が
作
成
さ
れ
た
背
景
に
は
、
ど
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
章
で
は
、
両
法
の
作
成

過
程
に
つ
い
て
、
歴
史
的
・
社
会
的
背
景
、
政
治
的
要
因
、
法
的
側
面
の
順
に
追
っ
て
見
て
い
く
。
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1
　
プ
レ
ヴ
ァ
ン
法

（
1
）
歴
史
的
・
社
会
的
背
景

Ａ
　
国
内
的
要
因

　

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
個
人
又
は
複
数
人
の
「
身
分
（classe

（」
に
対
す
る
侮
蔑
や
憎
悪
を
引
き
起
こ
し
、
公
の
平
和
を
害
そ

う
と
し
た
者
を
罰
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
一
八
二
二
年
三
月
二
五
日
法
第
一
〇
条
に
お
い
て
、
既
に
差
別
的
言
動
に
対
す
る
規
制

が
見
ら
れ
た
も
の
の（

（1
（

、
初
め
て
フ
ラ
ン
ス
法
に
「
人
種
」
差
別
の
概
念
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
マ
ル
シ
ャ
ン
ド
ー
法
で

あ
っ
た（

11
（

。
同
法
は
、
市
民
間
に
憎
悪
を
掻
き
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
定
の
人
種
や
宗
教
に
所
属
す
る
人
々
の
集
団
に
対
す

る
名
誉
毀
損
や
侮
蔑
行
為
が
行
わ
れ
た
場
合
、
追
加
的
な
刑
罰
を
加
え
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
た
。
同
法
が
第
二
次
世
界
大
戦
の
前

夜
、
す
な
わ
ち
ナ
チ
ズ
ム
が
拡
大
し
て
い
た
頃
に
創
設
さ
れ
た
と
い
う
事
実
に
加
え
、「
憎
悪
を
掻
き
立
て
る
」
と
い
う
条
件
が

あ
っ
た
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
が
ナ
チ
ス
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
よ
っ
て
不
安
定
化
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
目
的
に
重
要
性

が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
法
の
第
一
目
的
は
、
必
ず
し
も
少
数
者
の
保
護
で
は
な
く
、
国
益
を
守
る

こ
と
で
あ
っ
た（

1（
（

。

　

マ
ル
シ
ャ
ン
ド
ー
法
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
三
〇
年
後
、
一
九
七
二
年
六
月
七
日
に
国
民
議
会
で
、
同
年
六
月
二
二
日
に
上
院
で
全

会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
の
が
プ
レ
ヴ
ァ
ン
法
で
あ
っ
た
。
ナ
チ
ズ
ム
が
既
に
追
放
さ
れ
た
一
九
七
〇
年
代
に
、
マ
ル
シ
ャ
ン
ド
ー
法

に
取
っ
て
代
わ
る
新
た
な
法
を
制
定
す
る
必
要
性
を
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
に
見
つ
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
当

時
の
国
民
議
会
憲
法
・
法
律
・
一
般
行
政
委
員
会
の
報
告
者
（rapporteur

（
で
あ
っ
た
ア
ラ
ン
・
テ
ー
ル
ノ
ワ
ー
ル
議
員
（
共
和

国
民
主
連
合
（
Ｕ
Ｄ
Ｒ
（（
は
、
プ
レ
ヴ
ァ
ン
法
制
定
の
意
義
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
「
確
か
に
、
直
近
の
世
界
大
戦
時
に
お
け
る
最
も
忌
ま
わ
し
い
側
面
、
つ
ま
り
強
制
収
容
所
に
押
し
込
ん
だ
り
、
皆
殺
し
に
す
る
よ
う
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な
人
種
差
別
の
形
態
は
、
我
々
の
良
心
の
呵
責
に
よ
り
弱
ま
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方
で
、
新
聞
を
読
ん
で
い
る
と
、
特

に
三
面
記
事
の
見
出
し
に
お
い
て
は
最
も
頻
繁
に
、
悲
し
い
現
実
が
見
ら
れ
る
。（
略
（
人
種
差
別
の
伝
染
は
様
々
な
場
所
に
存
在
す
る
。

ス
ラ
ム
街
に
居
住
す
る
第
三
世
界
の
人
々
に
対
し
て
、
あ
る
い
は
都
会
の
軒
先
で
も
、
移
民
労
働
者
が
人
の
多
い
地
下
鉄
に
揺
ら
れ
て
い

る
時
で
も
、
人
種
差
別
の
誘
惑
は
あ
な
た
の
側
に
あ
り
、
人
種
差
別
行
為
は
平
凡
で
日
常
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。」（

11
（

　

下
院
議
員
の
一
人
で
あ
っ
た
ル
ネ
・
シ
ャ
ゼ
ル
議
員
（
民
主
社
会
左
翼
連
盟
（
Ｆ
Ｇ
Ｄ
Ｓ
（（
も
、
下
記
の
発
言
を
し
て
い
る
。

　
「
ナ
チ
が
崩
壊
し
、
死
の
収
容
所
の
恐
怖
が
明
る
み
に
な
っ
て
二
五
年
、
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
に
参
加
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
が
有
罪
と
な
っ
て

四
半
世
紀
だ
が
、
人
種
差
別
は
未
だ
に
そ
こ
に
あ
り
、
そ
れ
は
、
多
数
で
執
拗
な
も
の
で
あ
り
、
呼
応
し
合
っ
た
り
組
織
さ
れ
て
い
た
り
、

風
習
や
言
語
に
染
み
込
み
、
あ
る
時
は
扇
情
的
に
、
あ
る
時
は
隠
れ
て
、
意
識
的
に
又
は
無
意
識
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。」（

11
（

　

欧
州
の
中
心
に
位
置
す
る
フ
ラ
ン
ス
は
、
そ
も
そ
も
多
様
性
の
国
で
は
あ
る
が
、
戦
前
、
労
働
力
不
足
を
補
う
た
め
移
民
労
働
者

を
受
け
入
れ
る
選
択
を
し
た
。
一
九
三
一
年
に
は
二
七
一
万
五
〇
〇
〇
人
の
移
民
を
擁
し
、
七
％
が
イ
タ
リ
ア
・
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ー

ラ
ン
ド
・
ロ
シ
ア
・
ト
ル
コ
な
ど
か
ら
来
た
フ
ラ
ン
ス
国
外
出
身
者
で
あ
っ
た
と
い
う（

11
（

。
そ
の
後
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
「
栄
光

の
三
〇
年
」
の
経
済
発
展
と
そ
れ
に
伴
う
労
働
力
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
、
欧
州
以
外
の
旧
植
民
地
系
の
移
民
も
受
け
入
れ
た
フ

ラ
ン
ス
は
、
名
実
と
も
に
人
種
の
坩
堝
と
な
っ
た
。
日
常
的
に
異
な
る
文
化
、
人
種
、
宗
教
等
に
触
れ
る
機
会
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ

ど
、
そ
れ
は
他
者
へ
の
理
解
に
も
つ
な
が
り
う
る
一
方
で
、
そ
の
差
異
は
差
別
や
嫉
妬
の
対
象
に
も
な
り
や
す
い
。
法
の
提
案
者
た

ち
が
言
う
通
り
、
プ
レ
ヴ
ァ
ン
法
は
ゼ
ノ
フ
ォ
ビ
ア
が
そ
う
し
た
日
常
の
中
で
一
般
化
さ
れ
て
い
る
現
実
に
向
き
合
う
た
め
に
制
定

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
の
よ
う
に
近
年
に
な
っ
て
個
別
具
体
的
な
特
定
の
集
団
の
活
動
に
よ
り
ホ
ッ
ト
ト
ピ
ッ
ク
と
な
っ
た
現

象
を
封
じ
込
め
る
こ
と
を
想
定
し
て
制
定
さ
れ
た
法
で
は
な
い
。
当
時
の
法
務
大
臣
ル
ネ
・
プ
レ
ヴ
ァ
ン
自
身
も
、「
真
に
際
立
っ

た
人
種
差
別
の
出
現
は
見
ら
れ
な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、
国
の
責
任
者
の
義
務
と
し
て
、
拡
散
し
や
す
い
人
種
差
別
を
抑
え
る
た
め
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の
法
の
必
要
性
を
主
張
し
て
い
る（

11
（

。

Ｂ
　
外
的
圧
力

　

人
種
差
別
に
つ
い
て
敏
感
だ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
立
法
者
た
ち
は
、
五
九
年
か
ら
七
一
年
ま
で
二
〇
以
上
の
マ
ル
シ
ャ
ン
ド
ー
法
の

改
正
案
を
提
出
し
て
お
り（

11
（

、
プ
レ
ヴ
ァ
ン
法
は
六
七
年
か
ら
七
一
年
ま
で
に
様
々
な
政
治
グ
ル
ー
プ
か
ら
下
院
に
提
出
さ
れ
て
い
た

六
つ
の
法
案
を
ま
と
め
た
形
で
成
立
し
て
い
る（

11
（

。
で
は
な
ぜ
、
一
〇
年
以
上
の
努
力
が
結
実
し
た
の
が
一
九
七
二
年
で
あ
っ
た
の
か
。

　

そ
の
理
由
は
、
人
種
差
別
撤
廃
条
約
の
締
結
に
あ
る
。
本
条
約
は
一
九
六
六
年
三
月
七
日
に
締
結
さ
れ
、
一
九
六
九
年
一
月
四
日

に
発
効
、
フ
ラ
ン
ス
が
批
准
し
た
の
は
一
九
七
一
年
一
一
月
一
〇
日
で
あ
っ
た
。
上
述
し
て
い
る
通
り
、
同
条
約
第
四
条
に
は
人
種

差
別
の
扇
動
を
法
律
で
罰
す
る
国
家
の
義
務
を
規
定
し
て
お
り
、
日
本
は
本
項
目
に
留
保
を
付
し
て
い
る
が
、
条
約
批
准
当
初
の
フ

ラ
ン
ス
政
府
も
既
存
の
法
枠
組
み
で
対
処
で
き
る
と
の
姿
勢
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
第
四
条
に
「
意
見
及
び
表
現
の
自
由
、
平
和
的

な
集
会
及
び
結
社
の
自
由
と
両
立
し
な
い
抑
圧
的
措
置
を
と
る
義
務
は
、
締
約
国
に
は
課
さ
れ
て
い
な
い
と
解
釈
す
る
こ
と
を
明
示

す
る
。」（

11
（

と
の
解
釈
宣
言
を
付
し
て
い
る
。

　

こ
の
解
釈
宣
言
は
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
が
マ
ル
シ
ャ
ン
ド
ー
法
を
超
え
た
新
た
な
立
法
を
行
う
こ
と
に
躊
躇
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
が
、
結
局
は
、
本
条
約
上
の
義
務
を
履
行
す
る
た
め
に
は
マ
ル
シ
ャ
ン
ド
ー
法
の
み
で
は
不
十
分
と
の
議
員
の
主
張
が
通
り
、

最
終
的
に
プ
レ
ヴ
ァ
ン
法
の
制
定
に
至
っ
た
。
プ
レ
ヴ
ァ
ン
法
は
、
日
本
の
よ
う
に
特
定
の
国
内
事
案
に
よ
っ
て
国
民
や
メ
デ
ィ
ア

等
か
ら
気
運
が
盛
り
上
が
っ
て
作
ら
れ
た
立
法
で
は
な
く
、
国
際
義
務
を
履
行
す
る
た
め
に
、
議
員
に
よ
る
政
治
的
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
の
下
に
制
定
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
法
制
定
に
は
反
人
種
差
別
団
体
の
Ｍ
Ｒ
Ａ
Ｐ
（
人
種
差
別
へ
の
対
抗
・
人
々
の
友
好
の
た
め
の
運
動
（
の
ロ
ビ
ー
活
動
も
大

き
く
影
響
を
与
え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
同
団
体
は
五
九
年
か
ら
法
整
備
の
必
要
性
を
長
い
間
訴
え
続
け
て
き
て
お
り
、
法
案
の
草



229

日仏のヘイトスピーチに対する法規制に関する一考察

案
も
作
成
し
て
い
た
と
さ
れ
る（

11
（

。

（
2
）
政
治
的
要
因

　

政
治
的
に
も
、
本
法
の
成
立
を
阻
害
す
る
要
因
は
な
い
に
等
し
か
っ
た
。
一
九
七
二
年
当
時
、
共
和
国
大
統
領
は
ゴ
ー
リ
ス
ト
の

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
、
内
閣
は
シ
ャ
バ
ン
＝
デ
ル
マ
ス
首
相
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
七
〇
％
が
右
派
の
Ｕ
Ｄ
Ｒ
の
メ
ン

バ
ー
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。
法
務
大
臣
の
プ
レ
ヴ
ァ
ン
も
中
道
右
派
の
進
歩
と
現
代
民
主
党
（
Ｐ
Ｄ
Ｍ
（
所
属
で
あ
り
、
上
院
も
下

院
も
過
半
数
は
右
派
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
本
会
議
内
で
の
本
法
案
の
議
論
に
お
い
て
も
、
法
案
の
制
定
自
体
に
特
段
反

対
す
る
者
は
お
ら
ず
、
右
派
・
左
派
・
無
所
属
ま
で
誰
も
が
本
法
案
に
肯
定
的
な
見
方
を
し
て
お
り
、
上
院
・
下
院
共
に
一
回
の
審

議
で
全
会
一
致
の
採
択
が
な
さ
れ
た
。
内
閣
に
し
て
も
、
人
種
差
別
撤
廃
条
約
の
批
准
を
締
結
か
ら
六
年
後
に
し
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、
当
初
は
批
准
し
て
も
既
存
の
国
内
法
で
十
分
足
り
る
と
の
立
場
を
取
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
本
法
案
の
可
決
が
内
閣
の
最
優
先

事
項
で
な
か
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
が
、
法
案
作
成
段
階
で
協
議
を
既
に
重
ね
て
い
た
た
め
反
対
の
立
場
を
取
る
こ
と
は
な

く
、
む
し
ろ
最
終
的
に
は
法
制
定
の
推
進
側
に
回
っ
た
。

（
3
）
法
的
な
障
害
の
不
在

　

ま
た
、
日
本
で
は
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
法
的
な
障
壁
も
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
プ
レ
ヴ
ァ
ン
法
は
、
簡
潔
に
言

え
ば
出
版
自
由
法
、
刑
法
及
び
戦
闘
集
団
及
び
民
兵
に
関
す
る
一
九
三
六
年
一
月
一
〇
日
法
と
い
う
三
つ
の
法
の
改
正
を
目
的
と
し

て
い
る
。
出
版
自
由
法
に
関
し
て
は
、
人
種
的
憎
悪
扇
動
罪
の
規
定
を
新
設
し
（
二
四
条
（、
か
つ
単
純
名
誉
棄
損
罪
・
侮
辱
罪
と

は
別
に
人
種
的
名
誉
棄
損
罪
（
三
二
条
（
及
び
同
侮
辱
罪
（
三
三
条
（
を
作
成
し
、
こ
れ
ら
の
罪
に
当
た
る
行
為
を
行
っ
た
者
へ
の

（
過
重
的
（
拘
禁
／
罰
金
が
規
定
さ
れ
、
さ
ら
に
創
設
さ
れ
て
五
年
以
上
の
団
体
に
対
し
、
被
害
者
の
同
意
を
得
た
上
で
二
四
条
、
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三
二
条
及
び
三
三
条
の
団
体
訴
権
を
認
め
て
い
る
点
が
新
し
い
点
で
あ
る
。
ま
た
刑
法
に
関
し
て
は
、
公
権
力
の
受
託
者
が
、
人
種

差
別
的
な
理
由
で
個
人
に
対
し
利
益
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否
し
た
場
合
、
ま
た
、
解
雇
す
る
か
雇
用
を
拒
否
し
た
場
合
に
関
す

る
刑
罰
が
追
記
さ
れ
た
他
（
刑
法
第
一
八
七
条
一
項
、
第
四
一
六
条
（、
そ
れ
ら
の
罪
に
対
す
る
団
体
訴
権
も
出
版
自
由
法
と
同
様
に

認
め
ら
れ
た
。
戦
闘
集
団
及
び
民
兵
に
関
す
る
法
は
、
大
統
領
が
、
差
別
を
扇
動
す
る
全
て
の
集
団
の
解
散
の
宣
言
を
デ
ク
レ
で
行

う
こ
と
を
認
め
た
（
第
一
条
（。
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
マ
ル
シ
ャ
ン
ド
ー
法
の
欠
落
を
補
完
す
る
と
同
時
に
、
マ
ル
シ
ャ
ン
ド
ー
法

の
目
的
で
あ
っ
た
ナ
チ
ズ
ム
か
ら
の
国
家
利
益
の
保
護
で
は
な
く
、
差
別
の
被
害
者
保
護
の
観
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
プ
レ
ヴ
ァ
ン
法
は
日
本
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制
法
と
比
べ
る
と
非
常
に
野
心
的
な
内
容
で
あ
る
が
、
日
本
法
の

最
大
の
焦
点
で
あ
っ
た
表
現
の
自
由
が
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
っ
て
抑
圧
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
は
、
驚
く
べ
き
こ
と
に

本
法
案
審
議
中
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
全
て
の
国
会
議
員
が
人
種
差
別
と
の
戦
い
の
名
の
も
と
に
集
結
し
、
人
種
差
別

撤
廃
条
約
の
履
行
と
マ
ル
シ
ャ
ン
ド
ー
法
の
欠
落
を
埋
め
る
と
い
う
目
的
で
、
表
現
の
自
由
へ
の
リ
ス
ク
を
十
分
に
議
論
す
る
こ
と

な
く
、
プ
レ
ヴ
ァ
ン
法
は
成
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。

2
　
ゲ
ソ
法

　

プ
レ
ヴ
ァ
ン
法
の
成
立
時
に
比
べ
て
議
会
内
で
の
議
論
が
白
熱
し
た
の
が
、
一
九
九
〇
年
七
月
一
三
日
成
立
の
ゲ
ソ
法
で
あ
る
。

マ
ル
シ
ャ
ン
ド
ー
法
に
は
ナ
チ
ズ
ム
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
の
戦
い
、
プ
レ
ヴ
ァ
ン
法
に
は
人
種
差
別
撤
廃
条
約
の
誠
実
な
履
行
と
い

う
明
確
な
目
的
が
あ
り
、
議
会
で
も
反
対
の
声
は
な
か
っ
た
が
、
ゲ
ソ
法
は
共
産
党
に
よ
る
提
案
で
あ
り
、
そ
の
目
的
の
一
つ
に
極

右
派
閥
の
勢
力
を
減
退
さ
せ
る
と
い
う
政
治
的
目
的
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
プ
レ
ヴ
ァ
ン
法
を
更
に
強
化
す
る
た
め
、
人
道
に
対

す
る
罪
の
否
定
（
ネ
ガ
シ
ョ
ニ
ズ
ム
（
に
関
す
る
条
項
を
取
り
入
れ
た
こ
と
で
、
議
会
で
よ
り
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
特

徴
的
で
あ
る
。
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（
1
）
歴
史
的
・
社
会
的
背
景

　

ゲ
ソ
法
は
、
日
常
的
な
差
別
行
為
に
対
処
す
る
た
め
の
既
存
の
法
制
度
を
補
完
す
る
と
い
う
意
味
で
は
、
プ
レ
ヴ
ァ
ン
法
と
同
様

の
意
味
を
持
つ
。
憲
法
・
法
律
・
一
般
行
政
委
員
会
の
報
告
者
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ア
セ
ン
シ
議
員
は
、
国
民
議
会
の
議
論
の

冒
頭
、
ゲ
ソ
法
の
目
的
を
左
記
の
通
り
述
べ
て
い
る
。

　
「
フ
ラ
ン
ス
で
の
人
種
差
別
の
進
展
は
、
今
日
な
さ
れ
て
い
る
議
論
を
完
全
に
正
当
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
議
論
は
、
我
々
の
国

で
発
生
し
て
い
る
人
種
差
別
の
現
象
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る
多
く
の
危
険
に
対
し
、
集
団
的
認
識
を
持
つ
こ
と
に
貢
献
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
事
実
、
我
々
の
国
は
日
々
、
挑
発
、
扇
動
、
更
に
は
人
種
犯
罪
の
温
床
と
な
っ
て
い
る
。
今
日
、
マ
グ
レ
ブ
の
人
々
に
対
す
る

人
種
主
義
は
最
も
規
模
が
大
き
く
、
し
か
し
、
古
く
か
ら
あ
り
、
長
い
間
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
さ
れ
て
き
た
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
の
再
興
も
見
ら

れ
る
。
国
民
戦
線
（Front N

ational
（
は
人
種
主
義
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
進
展
さ
せ
て
い
る
。（
略
（
人
種
主
義
的
行
為
の
抑
圧
を

改
善
す
る
た
め
に
、
私
は
既
存
の
法
律
を
再
度
議
論
の
俎
上
に
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
を
補
完
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

三
種
類
の
措
置
を
提
案
す
る
。」（

11
（

こ
の
発
言
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、
ゲ
ソ
法
は
、
個
別
具
体
的
な
特
定
の
事
件
や
集
団
を
念
頭
に
置
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
恒
常
的

に
差
別
事
案
が
あ
る
中
で
、
人
種
差
別
撤
廃
と
い
う
国
家
と
し
て
の
大
義
を
達
成
す
る
た
め
、
プ
レ
ヴ
ァ
ン
法
も
含
め
て
既
存
の
法

案
を
強
化
す
る
目
的
で
提
出
さ
れ
た
法
で
あ
っ
た
。
日
本
法
成
立
時
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
特
別
な
事
態
対
処
へ
の
逼
迫
性
も
な
け

れ
ば
、
プ
レ
ヴ
ァ
ン
法
の
よ
う
に
法
案
成
立
の
前
年
に
人
種
差
別
撤
廃
条
約
を
批
准
し
国
際
義
務
が
発
生
し
た
と
い
う
外
圧
的
な
事

情
も
な
い
。

　

唯
一
留
意
し
て
お
く
べ
き
は
、
一
九
九
〇
年
五
月
二
日
か
ら
同
年
六
月
三
〇
日
に
か
け
て
の
本
法
案
審
議
中
、
カ
ル
パ
ン
ト
ラ
墓

地
で
の
冒
瀆
事
件
が
フ
ラ
ン
ス
社
会
を
震
撼
さ
せ
、
審
議
に
上
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
本
事
件
は
一
九
九
〇
年
五
月
一
〇
日
、
カ
ル
パ
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ン
ト
ラ
墓
地
の
ユ
ダ
ヤ
人
区
画
か
ら
三
〇
体
以
上
も
の
遺
体
が
掘
り
起
こ
さ
れ
た
上
、
そ
の
う
ち
の
一
体
が
シ
ャ
ベ
ル
の
柄
に
刺

さ
っ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
と
い
う
、
悪
質
な
事
件
で
あ
っ
た
。
本
件
は
様
々
な
新
聞
の
一
面
を
飾
り
、
ニ
ュ
ー
ス
で
も
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
た
の
で
国
民
の
関
心
事
と
な
り
、
五
月
一
四
日
に
は
パ
リ
に
お
い
て
約
二
〇
万
人
も
の
人
々
が
、
人
種
主
義
・
反
ユ
ダ

ヤ
主
義
へ
の
抗
議
の
た
め
デ
モ
行
進
を
行
う
に
至
っ
た
と
い
う
意
味
で
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
最
も
人
々
の
印
象
に
残
っ
た
事
件
で

あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
頻
発
す
る
反
ユ
ダ
ヤ
的
行
動
に
対
処
す
る
必
要
は
あ
り
、
事
実
、
法
提
案
者
側
は
本
事
件
を
議
会
が
法
を

通
過
さ
せ
る
べ
き
理
由
の
一
つ
と
し
て
利
用
し
た
。
し
か
し
、
世
論
の
興
味
関
心
は
一
四
日
を
頂
点
と
し
て
そ
の
二
日
後
か
ら
低
く

な
り（

（3
（

、
そ
の
後
も
六
月
末
ま
で
ゲ
ソ
法
の
審
議
が
長
引
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
本
事
件
が
法
案
採
択
に
向
け
て
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
国
会
議
事
録
か
ら
は
、
法
採
択
に
反
対
派
の
議
員
が
本
事
件
に
影
響
を
受
け
、
ゲ
ソ
法
に
対

す
る
態
度
が
軟
化
し
た
様
子
も
窺
え
ず
、
逆
に
本
事
件
に
よ
っ
て
メ
デ
ィ
ア
が
騒
ぎ
立
て
て
い
る
時
に
、
急
い
で
法
案
を
通
過
さ
せ

る
こ
と
に
つ
い
て
の
懸
念
が
示
さ
れ
た（

（3
（

。

　
し
た
が
っ
て
ゲ
ソ
法
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
恒
常
的
・
散
発
的
に
ア
フ
リ
カ
系
の
移
民
や
マ
グ
レ
ブ
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
大
小

の
差
別
が
あ
る
中
で
作
成
さ
れ
た
が
、
特
定
の
事
件
や
条
約
の
締
結
等
の
事
実
が
法
案
採
択
の
主
要
な
原
因
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
議
員
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
法
成
立
の
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
法
案
が
採
択
さ
れ
る
ま
で
の
審
議
の
内
容
は
、
こ

れ
ま
で
の
法
案
に
関
す
る
議
論
よ
り
長
く
複
雑
な
も
の
と
な
っ
た
。

（
2
）
政
治
的
要
因

　
ゲ
ソ
法
成
立
時
は
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
が
一
九
八
八
年
に
再
選
さ
れ
、
様
々
な
事
案
に
揺
る
が
さ
れ
な
が
ら
も

社
会
党
が
政
権
を
握
っ
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
内
閣
は
ミ
シ
ェ
ル
・
ロ
カ
ル
ド
首
相
が
率
い
る
左
派
主
体
で
組
閣
さ
れ
て
い
た
。
し

た
が
っ
て
全
体
と
し
て
左
派
が
強
い
時
期
で
あ
っ
た
が
、
議
会
は
下
院
で
社
会
党
（Parti Socialiste

（
及
び
共
産
党
が
僅
か
に
右
派
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を
上
回
る
程
度
で
あ
り
、
上
院
で
は
共
和
国
連
合
（
Ｒ
Ｐ
Ｒ
（、
共
和
独
立
連
合
（
Ｕ
Ｒ
Ｅ
Ｉ
（、
中
道
連
合
（U

nion Centriste

（
の

右
派
が
過
半
数
を
占
め
る
と
い
う
捻
じ
れ
た
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
状
況
下
に
お
い
て
、
た
だ
で
さ
え
具
体
的
な
大
義
が
な
く
、
一

部
の
議
員
に
と
っ
て
は
九
〇
年
当
時
に
制
定
す
る
必
要
性
の
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
ゲ
ソ
法
の
審
議
は
、
主
に
次
の
二
つ
の
理
由
に
よ

り
波
乱
の
展
開
と
な
っ
た
。
ま
ず
、
本
法
案
が
共
産
党
か
ら
の
提
案
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
極
右
の
伸
長
が
見
ら
れ
た
当
時
、

下
院
に
在
籍
し
た
極
右
議
員
が
ゲ
ソ
法
の
制
定
に
大
き
く
反
対
し
た
た
め
で
あ
る
。

　

ゲ
ソ
法
の
叩
き
台
と
な
っ
た
の
は
、
ジ
ャ
ン
＝
ク
ロ
ー
ド
・
ゲ
ソ
は
じ
め
共
産
党
の
議
員
が
ま
と
め
た
法
案
で
あ
り
、
上
院
の
報

告
者
の
シ
ャ
ル
ル
・
レ
デ
ル
マ
ン
議
員
も
、
先
に
発
言
を
見
た
下
院
の
報
告
者
で
あ
る
ア
セ
ン
シ
議
員
も
共
産
党
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
背
景
の
下
、
上
院
・
下
院
の
議
論
と
も
、
法
律
の
議
論
で
は
な
く
、
議
論
の
大
部
分
は
与
党
対
野
党
の
激
し
い
政
治
的
対
立
を

反
映
し
て
い
る
か
、
互
い
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
そ
の
歴
史
に
対
す
る
批
判
・
中
傷
合
戦
と
な
っ
た
。
野
次
が
多
い
だ
け
で
な
く
、
採

決
を
遅
ら
せ
る
た
め
の
議
事
妨
害
の
回
数
も
多
く
、
議
論
は
終
始
紛
糾
し
た
。「
人
種
主
義
は
表
現
の
自
由
の
問
題
で
は
な
く
犯
罪

で
あ
る
」（

11
（

と
い
っ
た
理
想
主
義
的
な
立
法
理
由
を
並
べ
る
共
産
党
議
員
に
対
し
、
右
派
の
議
員
は
共
産
主
義
に
対
す
る
嫌
悪
感
を
隠

さ
な
か
っ
た（

11
（

。

　

ま
た
、
審
議
が
非
常
に
長
引
い
た
理
由
は
、
国
民
戦
線
の
マ
リ
ー
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ス
テ
ィ
ル
ボ
ワ
議
員
が
ゲ
ソ
法
の
全
て
の
条

項
に
対
し
て
反
対
意
見
を
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ア
セ
ン
シ
議
員
が
立
法
目
的
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ゲ
ソ
法
が
極
右
の
台
頭
を

食
い
止
め
よ
う
と
す
る
性
質
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
当
時
下
院
に
一
名
し
か
い
な
か
っ
た
極
右
派
閥
の
ス

テ
ィ
ル
ボ
ワ
議
員
は
本
法
案
に
真
っ
向
か
ら
反
対
し
た
。
ス
テ
ィ
ル
ボ
ワ
議
員
の
発
言
に
は
、
一
見
表
現
の
自
由
と
の
関
係
で
的
を

射
た
議
論
も
あ
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
議
論
を
展
開
し
て
い
く
に
つ
れ
、
最
後
は
本
法
案
に
つ
い
て
の
議
論
で
は
な
く
、
移
民
の
脅

威
を
「
文
化
的
・
政
治
的
・
宗
教
的
植
民
地
化
」
と
い
っ
た
よ
う
な
強
い
言
葉
を
使
っ
て
訴
え
、
移
民
・
外
国
人
嫌
悪
の
話
題
に
す

り
替
え
る
の
が
特
徴
で
あ
っ
た（

11
（

。
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結
局
、
ゲ
ソ
法
の
提
案
者
（
共
産
党
及
び
賛
同
す
る
社
会
党
（、
野
党
（
右
派
（、
極
右
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
及
び
政
治
的
立
場
の
違
い

が
鮮
明
に
な
っ
た
結
果
、
本
法
案
に
対
す
る
議
員
同
士
の
溝
は
埋
ま
ら
ず
、
一
九
七
二
年
の
時
の
よ
う
に
一
致
団
結
し
て
人
種
主
義

に
対
抗
す
る
姿
勢
は
終
始
見
ら
れ
な
い
ま
ま
、
採
決
に
至
る
こ
と
と
な
る
。
一
九
九
〇
年
五
月
二
日
に
下
院
で
審
議
さ
れ
、
翌
三
日

の
朝
方
ま
で
か
か
っ
て
採
択
さ
れ
た
こ
の
法
案
は
し
か
し
、
上
院
で
は
六
月
一
一
日
に
先
決
問
題
の
動
議
（m

otion de la question 

préalable
（
が
出
さ
れ
て
採
択
さ
れ
ず
、
六
月
二
八
日
に
下
院
で
再
び
採
択
さ
れ
た
後
、
翌
二
九
日
に
上
院
で
否
決
さ
れ
た
。
同
日

に
両
院
協
議
会
（com

m
ission m

ixte paritaire

（
が
組
織
さ
れ
た
も
の
の
同
委
員
会
で
の
議
論
は
合
意
に
導
か
れ
る
こ
と
な
く
、

下
院
可
決
・
上
院
否
決
を
繰
り
返
し
た
の
ち
、
最
終
的
に
六
月
三
〇
日
に
下
院
が
可
決
し
て
本
法
案
が
採
択
さ
れ
た
。
法
案
に
つ
い

て
の
全
員
の
了
解
は
得
ら
れ
な
い
ま
ま
、
当
時
の
政
権
の
数
の
論
理
で
、
力
ず
く
で
採
択
さ
れ
た
法
案
で
あ
っ
た
。

（
3
）
法
的
側
面

　

で
は
、
政
治
的
対
立
が
背
景
に
あ
っ
た
ゲ
ソ
法
制
定
時
に
は
、
法
的
側
面
は
ど
の
程
度
問
題
に
な
っ
た
の
か
。
も
と
も
と
プ
レ

ヴ
ァ
ン
法
で
規
定
さ
れ
た
人
種
差
別
扇
動
罪
に
つ
い
て
は
当
初
か
ら
表
現
の
自
由
へ
の
抵
触
に
関
す
る
議
論
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

今
回
の
ゲ
ソ
法
の
審
議
に
お
い
て
も
極
右
の
ス
テ
ィ
ル
ボ
ワ
議
員
以
外
で
刑
罰
規
定
を
問
題
視
し
た
者
は
い
な
か
っ
た
。
ゲ
ソ
法
は

基
本
的
に
プ
レ
ヴ
ァ
ン
法
を
補
完
す
る
形
で
、
刑
罰
の
公
表
や
差
別
的
行
為
を
行
っ
た
者
に
対
す
る
一
定
の
市
民
権
の
剥
奪
等
を
刑

法
に
新
規
に
加
え
た
ほ
か
（
三
～
六
条
（、
出
版
自
由
法
で
規
定
さ
れ
て
い
た
反
論
権
が
一
定
の
団
体
に
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
が
（
七
条
（、
議
員
の
間
で
最
も
議
論
さ
れ
た
の
は
、
出
版
自
由
法
二
四
条
ｂ
ｉ
ｓ
の
挿
入
が
規
定
さ
れ
た
第
九
条
で
あ
る
。

第
九
条

　

一
九
四
五
年
八
月
六
日
の
ロ
ン
ド
ン
協
定
付
属
の
国
際
軍
事
裁
判
所
憲
章
第
六
条
に
よ
り
定
義
さ
れ
、
同
憲
章
第
九
条
の
適
用
に
よ
り
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有
罪
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
組
織
の
構
成
員
に
よ
り
、
又
は
仏
国
内
並
び
に
国
際
的
な
裁
判
所
に
お
い
て
人
道
に
対
す
る
罪
の
有
罪
が
宣

言
さ
れ
た
人
に
よ
り
実
行
さ
れ
た
人
道
に
対
す
る
一
つ
の
ま
た
は
複
数
の
罪
の
存
在
を
、
出
版
自
由
法
第
二
三
条
に
規
定
さ
れ
た
方
法
の

一
つ
で
否
定
す
る
者
は
、
同
法
第
二
四
条
六
項
で
定
め
ら
れ
た
刑
罰
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
る
。（
以
下
略
（（
傍
線
筆
者
（

　

人
種
差
別
主
義
と
の
戦
い
の
延
長
と
し
て
ネ
ガ
シ
ョ
ニ
ズ
ム
に
対
す
る
罪
を
導
入
し
た
本
規
定
は
し
か
し
、
表
現
の
自
由
の
重
大

な
侵
害
に
つ
な
が
る
こ
と
は
勿
論
、
本
来
歴
史
家
の
役
割
で
あ
る
は
ず
の
歴
史
事
実
の
推
定
を
政
府
が
行
う
こ
と
で
、
研
究
・
学
問

の
自
由
の
重
大
な
侵
害
で
あ
る
と
い
う
批
判
を
受
け
た
。
ま
た
、
本
法
案
を
批
判
す
る
急
先
鋒
で
あ
っ
た
ジ
ャ
ッ
ク
・
ト
ゥ
ー
ボ
ン

議
員
（
共
和
国
連
合
（
Ｒ
Ｐ
Ｒ
（（
は
、
プ
レ
ヴ
ァ
ン
法
の
適
用
の
際
に
既
に
裁
判
官
ら
が
困
難
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
を
引
き
合
い

に
出
し
、
こ
の
よ
う
な
抑
圧
的
な
立
法
を
行
う
こ
と
は
、
ど
の
発
言
が
罪
に
な
る
か
の
決
定
を
、
結
局
法
の
適
用
段
階
に
先
送
り
し

て
い
る
だ
け
だ
と
指
摘
し
た（

11
（

。
こ
れ
に
対
し
、
法
提
案
者
側
が
有
効
な
反
論
が
で
き
て
い
る
と
は
言
い
難
い
が
、
ネ
ガ
シ
ョ
ニ
ズ
ム

を
歴
史
的
事
実
の
否
定
で
あ
り
社
会
的
不
安
因
子
の
一
つ
と
捉
え
る
か
、
表
現
の
自
由
の
一
環
と
す
る
か
の
戦
い
は
、
最
終
的
に
終

息
し
な
い
ま
ま
採
決
に
至
る
。

　

他
方
、
今
日
の
仏
憲
法
院
の
判
例
に
お
い
て
は
、
ネ
ガ
シ
ョ
ニ
ズ
ム
的
発
言
は
そ
れ
自
体
で
人
種
主
義
を
扇
動
す
る
も
の
で
あ
り

表
現
の
自
由
の
行
使
の
濫
用
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
ネ
ガ
シ
ョ
ニ
ズ
ム
的
発
言
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
た
表
現
の
自
由
と
同
等
に
表
現

の
自
由
の
濫
用
を
抑
圧
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
出
版
自
由
法
第
二
四
条
ｂ
ｉ
ｓ
は
共
和
国
憲
法
に
反
し
な
い
と
結

論
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
二
〇
一
六
年
一
月
八
日
判
決（

11
（

（。
ま
た
、
二
〇
〇
三
年
の
欧
州
人
権
裁
判
所
の
ガ
ロ
デ
ィ
判
決
で
も
、
例
え
ば

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
よ
う
な
明
白
に
確
立
さ
れ
た
歴
史
的
事
実
の
否
定
は
、
人
種
主
義
及
び
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
に
対
す
る
戦
い
の
基
礎
と

な
る
価
値
観
を
揺
る
が
す
行
為
で
あ
り
、
欧
州
人
権
条
約
一
七
条
で
禁
止
さ
れ
、
表
現
の
自
由
の
下
で
は
保
護
さ
れ
な
い
と
判
示
し

て
い
る（

11
（

。
し
た
が
っ
て
、
現
在
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
ネ
ガ
シ
ョ
ニ
ズ
ム
を
罰
す
る
条
項
の
正
当
性
は
、
ゲ
ソ
法
に
利
す
る
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形
で
解
決
を
見
た
と
言
え
る
。

　

ま
と
め
る
と
、
ゲ
ソ
法
は
与
党
・
左
派
と
野
党
・
右
派
の
政
治
的
及
び
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
の
対
立
の
中
心
に
置
か
れ
、
ま
た
、
極

右
政
党
勢
力
の
伸
長
を
抑
え
る
と
い
う
政
治
的
目
的
を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
議
会
で
の
議
論
は
終
始
紛
糾
し
た
。
法
の
内
容
に

つ
い
て
も
、
特
に
ネ
ガ
シ
ョ
ニ
ズ
ム
罪
が
表
現
の
自
由
や
学
問
・
研
究
の
自
由
と
抵
触
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
最
後
ま
で
与

野
党
で
合
意
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
与
党
・
社
会
党
と
法
提
案
者
の
共
産
党
が
、
数
の
力
で
押
し
通
し
て
成
立
し
た

法
案
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

終
わ
り
に

　

こ
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
法
と
日
本
法
は
へ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制
に
関
し
て
異
な
る
背
景
・
歴
史
を
持
ち
、
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の

仕
方
も
異
な
る
。
両
国
の
違
い
を
端
的
に
挙
げ
れ
ば
、
一
つ
目
に
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
問
題
の
、
政
治
的
な
場
で
の
発
現
の
プ
ロ

セ
ス
が
違
う
。
フ
ラ
ン
ス
は
恒
常
的
な
差
別
問
題
が
あ
り
、
差
別
に
対
す
る
人
々
の
関
心
、
ま
た
差
別
に
対
す
る
規
制
へ
の
政
治
家

の
関
心
が
高
い
と
い
う
状
況
下
に
あ
っ
て
、
プ
レ
ヴ
ァ
ン
法
・
ゲ
ソ
法
と
も
に
、
人
種
差
別
撤
廃
条
約
の
締
結
及
び
履
行
確
保
や
、

極
右
勢
力
の
台
頭
な
ど
の
契
機
が
あ
り
、
政
治
が
主
導
し
法
が
成
立
し
た
。
対
し
て
日
本
は
、
従
来
差
別
へ
の
社
会
的
・
政
治
的
関

心
は
高
く
な
か
っ
た
が
、
一
部
集
団
の
過
激
な
行
為
に
よ
っ
て
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が
急
激
に
社
会
問
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き

た
近
年
、
そ
の
社
会
現
象
に
事
後
的
に
対
応
す
る
形
で
法
規
制
が
な
さ
れ
た
。

　

二
つ
目
に
、
法
成
立
当
時
の
政
治
的
要
因
に
違
い
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
、
プ
レ
ヴ
ァ
ン
法
が
右
派
・
左

派
関
係
な
く
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
一
方
で
、
ゲ
ソ
法
は
そ
の
内
容
の
機
微
か
ら
政
治
的
な
合
意
を
見
る
こ
と
な
く
強
硬
に
採
決

さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
、
法
提
案
者
の
共
産
党
と
連
立
を
組
む
こ
と
の
多
か
っ
た
社
会
党
が
与
党
で
あ
っ
た
か
ら



237

日仏のヘイトスピーチに対する法規制に関する一考察

で
あ
る
。
他
方
、
日
本
で
は
右
派
で
あ
る
自
民
党
が
政
権
を
握
っ
て
お
り
、
差
別
の
「
規
制
」
に
取
り
組
む
こ
と
に
基
本
的
に
反
対

の
同
党
が
納
得
す
る
法
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
現
行
法
に
野
党
提
案
の
よ
う
な
禁
止
規
定
が
含
ま
れ
て
い
な
い
の
は
そ
の
た

め
で
あ
る
が
、
現
行
法
は
国
会
の
パ
ワ
ー
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
中
で
産
ま
れ
た
最
善
の
法
で
あ
る
。

　

三
つ
目
に
、
こ
れ
が
最
も
大
き
な
違
い
で
あ
る
が
、
表
現
の
自
由
に
対
す
る
捉
え
方
が
異
な
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
は
、
国
家
が
立
法

に
よ
っ
て
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
対
す
る
規
制
を
行
う
こ
と
は
、
表
現
の
自
由
に
対
す
る
脅
威
と
は
考
え
ず
、
む
し
ろ
国
家
に
求
め
ら

れ
て
い
る
役
割
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
国
会
の
審
議
の
中
で
も
、
ゲ
ソ
法
の
一
部
に
つ
い
て
し
か
表
現
の
自
由

の
問
題
は
提
起
さ
れ
な
か
っ
た
。
反
対
に
日
本
は
、
表
現
の
自
由
の
至
高
性
か
ら
そ
の
規
制
は
最
小
限
に
留
め
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
う

で
な
け
れ
ば
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
判
例
法
理
と
の
一
貫
性
に
も
問
題
が
生
じ
る
と
し
て
、
規
制
に
消
極
的
な
姿
勢
を
堅
持
し

て
い
る
。
こ
の
点
、
第
二
次
世
界
大
戦
を
含
む
過
去
の
記
憶
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
及
び
米
国
で
は
正
反
対
に
作
用
し
て
い
る
と

い
う
見
方
が
あ
る
。
表
現
の
自
由
の
保
障
と
人
種
主
義
言
論
の
戦
い
に
関
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
規
制
論
に
傾
倒
し
て
い
る
の
は
、
一

九
三
〇
年
代
の
ナ
チ
ズ
ム
や
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
台
頭
、
そ
の
後
の
ネ
オ
ナ
チ
の
登
場
が
理
由
で
あ
る
が
、
他
方
で
米
国
に
お
い
て
は
、

五
〇
～
六
〇
年
代
の
公
民
権
運
動
、
す
な
わ
ち
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
既
得
権
益
へ
の
挑
戦
が
表
現
の
自
由
を
強
力
な
後
ろ
盾
と
し
て
お

り
、
そ
の
時
代
か
ら
表
現
の
自
由
を
米
国
の
核
心
的
価
値
と
し
て
選
び
取
っ
た
の
で
、
同
権
利
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
認
識

が
あ
る（

11
（

。
日
本
の
歴
史
的
文
脈
を
見
れ
ば
、
米
国
が
憲
法
制
定
に
重
大
な
役
割
を
担
っ
た
経
緯
か
ら
、
表
現
の
自
由
に
つ
い
て
も
米

国
の
解
釈
に
追
随
す
る
傾
向
が
強
く
、
現
在
は
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
等
の
大
陸
法
系
か
ら
学
ぼ
う
と
い
う
試
み
も
盛
ん
に
な
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
学
者
の
間
で
は
英
米
法
的
解
釈
が
主
流
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
戦
争
へ
の

悔
悟
の
姿
勢
と
は
異
な
り
、
日
本
で
は
全
体
統
制
思
想
が
戦
争
を
招
い
た
と
い
う
意
識
か
ら
表
現
の
自
由
の
優
越
性
を
掲
げ
る
と
い

う
別
の
理
由
が
あ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る（

11
（

。
戦
前
の
日
本
の
新
聞
紙
法
、
出
版
法
、
治
安
維
持
法
は
、
天
皇
制
反
対
を
主
張
す
る
こ

と
を
天
皇
制
を
壊
す
行
動
と
一
体
の
も
の
と
し
て
厳
し
く
規
制
し
て
お
り
、
そ
の
反
動
で
リ
ベ
ラ
ル
な
表
現
の
自
由
を
確
立
し
て
き



238

法学研究 94 巻 1 号（2021：1）

た
背
景
か
ら（

1（
（

、
政
界
も
学
界
も
法
規
制
に
は
慎
重
な
姿
勢
を
崩
さ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
差
別
的
言
論
の
規
制
に
対
し
て
歴
史
的
・
社
会
的
・
政
治
的
・
法
律
的
な
合
意
が
戦
前
か
ら
あ
る
程
度
あ
っ
た
フ

ラ
ン
ス
に
対
し
、
差
別
に
対
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
自
体
が
少
な
く
、
規
制
を
し
な
い
こ
と
へ
の
暗
黙
の
了
解
が
あ
っ
た
日
本
で
、
フ

ラ
ン
ス
の
よ
う
に
厳
格
な
対
処
が
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
は
、
当
然
の
帰
結
で
あ
る
と
い
え
る
。
今
後
に
向
け
て
考
え
る
べ
き
建
設

的
な
議
論
の
主
題
は
、
日
本
で
フ
ラ
ン
ス
法
の
よ
う
な
規
制
法
が
作
ら
れ
る
可
能
性
は
あ
る
か
、
そ
れ
は
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
撲
滅
を

目
指
す
上
で
適
切
な
や
り
方
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
フ
ラ
ン
ス
を
始
め
と
す
る
欧
州
で
規
制
が
進
ん
で
い
る
の
に
、
な
ぜ
日

本
で
は
で
き
な
い
の
か
」
と
い
う
乱
暴
な
主
張
が
で
き
な
い
こ
と
は
本
稿
に
よ
り
明
白
で
あ
る
が
、
差
別
の
撲
滅
と
い
う
最
終
目
標

の
達
成
に
向
け
い
か
な
る
法
規
制
を
し
て
い
く
べ
き
か
は
、
現
行
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
の
影
響
力
や
有
効
性
を
不
断
に
検
証

し
、
議
論
し
続
け
て
い
く
こ
と
で
し
か
得
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
1
（　

師
岡
康
子
「
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
と
は
何
か
」［K

indle

版
］、
東
京
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
（
第
二
章
、
一
―
二
段
落
（。
桧
垣

伸
次
福
岡
大
学
教
授
（
憲
法
学
（
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
〇
―
三
〇
年
代
に
は
人
種
嫌
悪
（race hate

（、
一
九
四
〇
年
代
に
は
集
団
的
名

誉
毀
損
（group libel

（
と
い
う
呼
び
方
も
あ
っ
た
と
い
う
（
桧
垣
伸
次
「
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
規
制
論
に
つ
い
て
―
―
言
論
の
自
由
と

反
人
種
主
義
と
の
相
克
」、SY

N
O

D
O

S https://synodos.jp/society/5010

、
二
〇
一
三
年
七
月
二
四
日
（
参
照
二
〇
二
〇
年
八
月

一
三
日
（（。

（
2
（　

二
〇
一
三
年
三
月
に
人
権
理
事
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
、
現
時
点
で
の
専
門
家
研
究
の
集
大
成
と
も
言
え
る
「
差
別
、
敵
意
又
は

暴
力
の
煽
動
と
な
る
国
民
的
、
人
種
的
又
は
宗
教
的
憎
悪
の
唱
道
の
禁
止
に
関
す
る
ラ
バ
ト
行
動
計
画
」
で
も
、
国
民
的
、
人
種
的
又
は

宗
教
的
憎
悪
の
唱
道
の
行
為
の
定
義
に
つ
い
て
は
国
に
よ
っ
て
振
れ
幅
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
明
確
な
定
義
づ
け
は
な
さ
れ

て
い
な
い
。U

nited N
ations H

um
an Rights Council, A

nnual Report of the U
nited N

ations H
igh Com

m
issioner for 

H
um

an Rights on the Expert W
orkshops on the prohibition of incitem

ent to national, racial or religious hatred, A
/

H
RC/22/17/A

dd.4, 11 January 2013, p.8, para.15.
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（
3
（　

フ
ラ
ン
ス
の
移
民
論
に
つ
い
て
の
体
系
的
な
書
と
し
て
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ノ
ワ
リ
エ
ル
「
フ
ラ
ン
ス
と
い
う
坩
堝
」、
大
中
一
彌
・

川
﨑
亜
紀
子
・
太
田
悠
介
訳
、
東
京
、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
五
年
。

（
4
（　

例
え
ば
、
一
九
八
六
年
一
〇
月
六
日
、
第
一
〇
七
回
国
会
参
議
院
・
予
算
委
員
会
の
中
曽
根
総
理
（
当
時
（
の
「
日
本
は
単
一
民
族

と
い
う
非
常
に
い
い
誇
る
べ
き
長
所
」
と
い
う
発
言
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

（
5
（　

金
侖
貞
「
地
域
社
会
に
お
け
る
多
文
化
共
生
の
生
成
と
展
開
、
そ
し
て
、
課
題
」、
二
〇
一
一
年
六
月
、
自
治
総
研
通
巻
三
九
二
号
、

五
九
―
八
二
頁
。

（
6
（　

人
種
差
別
撤
廃
条
約
第
三
回
・
第
四
回
・
第
五
回
・
第
六
回
政
府
報
告
（
二
〇
〇
八
年
八
月
（
の
パ
ラ
38
に
よ
れ
ば
、「
人
種
差
別

思
想
の
流
布
等
に
対
し
、
正
当
な
言
論
ま
で
も
不
当
に
萎
縮
さ
せ
る
危
険
を
冒
し
て
ま
で
処
罰
立
法
措
置
を
と
る
こ
と
を
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、
現
在
の
日
本
が
人
種
差
別
思
想
の
流
布
や
人
種
差
別
の
扇
動
が
行
わ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。」。

（
7
（　

師
岡
、
前
掲
注（
1
（、
第
一
章
一
、
二
段
落
目
。

（
8
（　

公
益
財
団
法
人　
人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
「
平
成
二
七
年
度　
法
務
省
委
託
調
査
研
究
事
業 

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
関
す
る
実

態
調
査
報
告
書
」、
二
〇
一
六
年
三
月
、
一
二
四
頁
。

（
9
（　

自
由
権
規
約
委
員
会
「
日
本
の
第
6
回
定
期
報
告
に
関
す
る
総
括
所
見
」（CCPR/C/JPN

/CO
/6

（、
二
〇
一
四
年
八
月
二
〇
日
、

パ
ラ
12
。
仮
訳
は
外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://w

w
w

.m
ofa.go.jp/m

ofaj/files/000054774.pdf

か
ら
引
用
（
参
照
二
〇
二
〇
年

一
一
月
二
三
日
（。

（
10
（　

人
種
差
別
撤
廃
委
員
会
「
日
本
の
第
七
回
・
第
八
回
・
第
九
回
定
期
報
告
に
関
す
る
総
括
所
見
」（CERD

/C/JPN
/CO

/7-9

（、
二

〇
一
四
年
九
月
二
六
日
、
パ
ラ
8
。
仮
訳
は
外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://w

w
w

.m
ofa.go.jp/m

ofaj/files/000060749.pdf

か
ら

引
用
（
参
照
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
三
日
（。

（
11
（　

経
緯
は
、
魚
住
裕
一
郎
、
西
田
昌
司
、
矢
倉
克
夫
、
三
宅
伸
吾
、
有
田
芳
生
、
仁
比
聡
平
、
谷
亮
子
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法　

成
立
の
経
緯
と
基
本
的
な
考
え
方
」、
東
京
、
第
一
法
規
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
に
詳
し
い
。

（
12
（　

二
〇
一
三
年
五
月
七
日
、
第
一
八
三
回
国
会
参
議
院
・
予
算
委
員
会
で
は
、
安
倍
総
理
（
当
時
（
も
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
存
在
を
認

識
し
、
答
弁
し
て
い
る
。

（
13
（　

榎
透
「
米
国
に
お
け
る
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
規
制
の
背
景
」
専
修
法
学
論
集
、
二
〇
〇
六
年
三
月
、
九
六
号
、
八
七
―
八
八
頁
。
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（
14
（　

師
岡
、
前
掲
注（
1
（、
第
四
章
一
。

（
15
（　

人
種
差
別
撤
廃
条
約
第
一
回
・
第
二
回
定
期
報
告
（
二
〇
〇
〇
年
一
月
（、
パ
ラ
49
。
仮
訳
は
外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://

w
w

w
.m

ofa.go.jp/m
ofaj/gaiko/jinshu/99/index.htm

l

か
ら
引
用
（
参
照
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
三
日
（。

（
16
（　

奥
平
康
弘
、
木
村
草
太
「
未
完
の
憲
法
」［K

indle

版
］、
東
京
、
潮
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
九
月
一
八
日
、
第
三
章
。

（
17
（　

二
〇
一
六
年
三
月
二
二
日
、
第
一
九
〇
回
国
会
参
議
院
・
法
務
委
員
会
に
お
け
る
参
考
人
質
疑
。

（
18
（　

人
種
差
別
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
法
規
制
に
つ
い
て
包
括
的
に
扱
っ
た
論
文
と
し
て
、
光
信
一
宏
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
人
種
差
別

的
表
現
の
法
規
制
1
～
4
」、
愛
媛
法
学
会
雑
誌
、
二
〇
一
四
―
二
〇
一
六
が
あ
る
（
1
に
つ
い
て
四
〇
号
一
／
二
、
三
九
―
五
四
頁
、

2
に
つ
い
て
四
〇
号
三
／
四
、
五
三
―
七
五
頁
、
3
に
つ
い
て
四
二
号
一
、
五
一
―
七
三
頁
、
4
に
つ
い
て
四
三
号
一
／
二
、
四
五
―
六

六
頁
（。

（
19
（　

但
し
、
当
時
の
「
身
分
」
の
定
義
は
曖
昧
で
あ
っ
た
。U

lysse K
orolitski, Punir le racism

? Liberté d

’expression, 
dém

ocratie et discours racistes, Paris, CN
RS Editions, 2015, p.39.

（
20
（　D

anièle Lochak, « La race : une catégorie juridique? », M
ots, N

o. 33, 1992, p.292.

（
21
（　K

orolitski

、
前
掲
注（
19
（、pp.42
―44.

（
22
（　

一
九
七
二
年
六
月
八
日
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
議
会
第
三
九
回
会
合
議
事
録
、
二
二
八
〇
―
二
二
八
一
頁
。

（
23
（　

同
上
、
二
二
八
二
頁
。

（
24
（　M

usée de lʼH
istoire de lʼIm

m
igration « Le film

 : deux siècle dʼhistoire de lʼim
m

igration en France » http://
w

w
w

.histoire-im
m

igration.fr/ressources/histoire-de-l-im
m

igration/le-film
-deux-siecles-d-histoire-de-l-im

m
igration-en-

france

（
参
照
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
五
日
（

（
25
（　

前
掲
注（
22
（、
二
二
九
一
頁
。

（
26
（　K
orolitski

、
前
掲
注（
19
（、p.50.

（
27
（　

一
九
七
二
年
六
月
二
二
日
、
フ
ラ
ン
ス
上
院
議
第
二
六
回
会
合
議
事
録
、
一
一
七
二
頁
。

（
28
（　N

ations U
nies Collection des T

raités, Chapitre IV
 D

roits de l

’Hom
m

e, 2. Convention internationale sur l

’

élim
ination de toutes les form

es de discrim
ination raciale. https://treaties.un.org/Pages/V

iew
D

etails.
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aspx?src=T
REA

T
Y

&
m

tdsg_no=IV
-2&

chapter=4&
clang=_fr#EndD

ec

（
参
照
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
六
日
）

（
29
）　

光
信
、
前
掲
注（
18
）、「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
人
種
差
別
的
表
現
の
法
規
制
1
」、
愛
媛
法
学
会
雑
誌
、
四
〇
号
一
／
二
、
二
〇
一
四

年
、
四
八
頁
。

（
30
）　

一
九
九
〇
年
五
月
二
日
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
議
会
第
三
〇
回
議
事
録
、
八
八
九
―
八
九
一
頁
。

（
31
）　Floraine Schneider, « Carpentras, 10

―15 m
ai 1990, polysém

ie d

’une profanation », Le tem
ps des m

édias, 2006/1, 
N

o.6, p.176

（
32
）　

一
九
九
〇
年
六
月
一
一
日
、
フ
ラ
ン
ス
上
院
第
三
七
回
議
事
録
。

（
33
）　

前
掲
注（
30
）、
八
九
〇
頁
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ア
セ
ン
シ
議
員
の
発
言
。

（
34
）　

例
え
ば
ピ
エ
ー
ル
・
メ
ゾ
ー
議
員
（
共
和
国
連
合
（
Ｒ
Ｐ
Ｒ
））
の
発
言
な
ど
。
前
掲
注（
30
）、
九
一
三
頁
。

（
35
）　

一
九
九
〇
年
六
月
二
八
日
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
議
会
第
九
九
回
議
事
録
、
三
一
〇
六
―
三
一
一
三
頁
。

（
36
）　

前
掲
注（
30
）、
九
五
六
頁
。

（
37
）　Conseil Constitutionnel, D
écision no2015-512 Q

PC, le 8 janvier 2016.

（
38
）　Cour Européenne des droits de l
’hom

m
e, Q

uatrièm
e Section, D

écision sur la recevabilité de la requête no 
65831/01 présentée par Roger GA

RA
U

D
Y

 contre la France, le 24 juin 2003.

（
39
）　

明
戸
隆
弘
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制
論
の
歴
史
的
文
脈
―
―
90
年
代
の
規
制
論
争
に
お
け
る
公
民
権
運
動
の

「
継
承
」」
ア
ジ
ア
太
平
洋
レ
ビ
ュ
ー
、
二
〇
一
四
、
一
一
号
、
三
六
頁
。

（
40
）　

同
上
、
三
七
頁
。

（
41
）　

奥
平
康
弘
・
宮
台
真
司
「
憲
法
対
論　
転
換
期
を
生
き
ぬ
く
力
」［K

indle

版
］、
東
京
、
平
凡
社
、
二
〇
〇
二
（
第
四
章
、
第
七
段

落
）（
参
照
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
六
日
）。

〔
付
記
〕　

本
論
文
は
個
人
の
見
解
で
あ
り
、
所
属
組
織
の
見
解
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。




